
人権コラム（第４４回）カツ丼から考えよう 

 

人権コラム第４４回目を担当する人権・地域教育課です。 

 

市職員のみなさん、突然ですが、カツ丼を食べるときはお箸で

すか？スプーンですか？ 

コラムニストの松尾貴史さんのカツ丼にまつわる体験を紹介

します。 

食事をしているときに、隣のテーブルにいたお客さんにカツ丼

が２つ届きました。1 人が「すみませーん、スプーン２つください」と

言いました。お店を出てから松尾さんと一緒に食事をしていた人

は「カツ丼、スプーンで食いますかね」と言ったそうです。このエピ

ソードについてどう感じますか。 

ちょっと不思議に思った松尾さんは３つのことを考えたようです。 

・この感覚は世代のものか、その人が育った環境なのかわからない。 

・お箸を使うより綺麗に食べられるかもしれない。スプーンのほうが合理的に思えてきた。 

・食べ方は、食べやすくて周囲を不快にさせる要素がないのだから自由

だ。 

 

松尾さんはお箸で食べることを当たり前に経験してこられたので、感

覚的には不思議に思ったそうです。しかし、「スプーンで食べることがちょ

っと変だな」ではなく、合理的に思えてきたと感じました。その思考の背景

には「カツカレーはスプーンで食べる」ことや、「日本ではチャーハンをレンゲで食べるが一般

的ですが、中国では基本的にお箸で食べる」こと、「海外での多くの食事の体験」などがあっ

たようです。 

 

私たちはこれまでの経験と違うことに出会うと驚いたり戸惑ったりしてしまい、時には否定的

に感じてしまうことがあると思います。事実として、松尾さんも不思議に感じられました。私は不

思議に感じた時に、感覚的に反応するのではなく、考えたことが素敵だなと思いました。松尾さ

んの考え方は『ちがいを豊かさととらえる』ということになるのですが、「カツ丼をスプーンで食

べるのは変だ」と感じるだけだと、その人とつながることはできません。私たちは一人ひとり様々

な経験や体験をしてきているので、同じものを見聞きした時の感じ方も多様です。そして、感覚

的にビックリしても少し考えてみることを大事にしてみませんか。そうしたことから考え方が広が

り人との出会いが豊かになることにつながればと考えます。 

 



本来２月に発出すべき４４号が３月末日と遅い日の発出になってしまい申し訳ありませんで

した。 

 


